
自ら学び、考え、行動する   

若浜の子ども 
 

 

ＩＰＳ細胞の研究でノーベル賞を受賞した山中伸弥教授は、自身のホームページの冒頭に次の

ように記しています。（https://www.covid19-yamanaka.com） 

「新型コロナウイルスへの対策は長いマラソンです。都市部で市中感染

が広がり、しばらくは全力疾走に近い努力が必要です。また、その後の

持久走への準備も大切です。感染が拡大していない地域も、先手の対策

が重要です。私たちが一致団結して正しい行動を粘り強く続ければ、ウ

イルスの勢いが弱まり、共存が可能となります。自分を、周囲の大切な人を、そして社会

を守りましょう！」 

山中教授が言われているような、新型コロナウイルスとの戦いが長期戦になるとの予測が、２

月頃に比べ多くなってきています。 

本校では、再度の臨時休業に備え、ＩＴを活用した在宅学習を検討しておいた方がよさそうだ

と考え、ホームページに各学年１本動画をアップすることにしましたが、現段階では、学校と子

どもの構えづくりのための実験レベルです。本格的に動画を使った学習をするには、環境もノウ

ハウも不十分です。そんな実験的な取り組みにもかかわらず、これまでのところ予想以上の解答

と励ましのお言葉を寄せていただき、手ごたえを感じているところです。欲張らず、できること

を少しずつでも前進させていこうと考えています。 

また、今回の休業中の学習では、子ども個々の学習に対する意識が問われています。これは、

今後増えるであろうテレワークの予行演習とも言えます。テレワークになれば、これまで以上に

成果主義の流れになり、自分から仕事に積極的に向かう姿勢の人は成功のチャンスが広がります。 

「新型コロナウイルスに感染しないためにはどうするか」という問題だけでなく、急激に変化し

ていく社会で、「変化に適応し、たくましく生きていく子どもを、どう育てていくか」という問

題も考えていかなければなりませんね。 
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臨時休業中の学習はテレワークの予行演習 
 



Fax & gmail.comの活用 
前号でお知らせした、Fax と.gmail.com の活用状況についてお知らせいたします。 

＜宿題についてのお問い合わせ＞ 

E-mail１件。臨時休業中の、図工の作品製作で「ゲームやアニメのキャラクターをかきたい。」

とのお子さんの考えに対して、「それはどうなのでしょうか？」というお母さんからのご相談で

した。電話だと単元のねらいまで説明することは難しいのですが、メールでしたので、単元のね

らいやお子様への伝え方までお答えすることができました。臨時休業でいろいろ困っていること

もあるかと思います。お気軽にご相談ください。 

＜ハンバーグ大作戦の解答＞提出してくれた人全員正解！！ 

学 年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

Fax（人） １ 1 １ １ ２ 

E-mail(人) ４ ４ ５ ３ ７ 

正解をお知らせするビデオは後日ホームページにアップしますが、どの解答も、図と言葉でわ

かりやすく説明されていて、感心しました。なかには、動画でプレゼンテーションをした子もい

て、びっくりしました。 

＜メールありがとうございます＞ 

 一斉メールでお伝えした通り、学年、特別支援学級のメール・アカウントを新たにつくりまし

た。これまでにいただいたメールには、動画や写真の添付をしていただいたものが多く、受け取

った担任はうれしくて一生懸命返事を書いています。特別なことがなくても結構です。動画を見

た感想や子どもが元気な様子をお知らせください。以下に、いただいたメールの一部を紹介しま

す。 

〇勉強をしている様子 〇遊んでいるところ 〇自転車乗りの練習 〇絵を描いている様子 

〇鉄棒をやっているところ 〇担任への挨拶 〇問題の解答の説明 等々 

お子様を見る目の温かさとアイディアのすばらしさに感動しっぱなしです。 

Ｓｔａｙ Ｈｏｍｅ Ｗｅｅｋに元気がでる映画を 
 前号で、癒しの音楽として「鶫真衣」（つぐみまい）さんの動画を紹介しましたが、ご覧にな

った方いかがだったでしょうか。新型コロナウイルスに関する暗いニュースが多いなか、今回ご

紹介するのは、映画「スクール・オブ・ロック」（アメリカ作品）です。 

2003 年の作品なので、ご覧になった方もいらっしゃると思います。対象年齢はクリスマス・

シーズン定番の「ホーム・アローン」よりも上ですが、子どもが見ても、大人が見ても面白く、

元気が出る映画だと思います。201５年に、当時の子役と主役が再び集まってコンサートを開い

た様子を YouTube で見られます。（"Long Way To The Top" - School of Rock Reunion Concert LIVE） 

なんと再生回数 2000 万回、「school of  rock」で検索するとヒットします。こんなコンサ

ートをやるくらいですから、撮影現場はよほど楽しかったのでしょうね。 


